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コデマリ 

農業ふれあい公園は、広さ約 17 ㌶(約 51,500 坪)の樹木のある散策路に囲まれた県民の皆様の憩いの

場となっています。芝生広場、ひょうたん池、グランドゴルフ場、ゲートボール場などがあり、随所に東屋

が整備され、休憩もできます。子供たちの遠足や家族でのピクニック、昆虫採集や魚釣り、ザリガニとり、

ランニングや犬を連れたお散歩など、皆さんそれぞれが思い思いの時を過ごせる場となっています。また、

春の桜から秋の紅葉、晩秋の落葉やドングリ拾いなど、年中楽しむことができます。 

サイクルツーリズム 

中央みのり幼稚園の皆さん 

お魚とり 

農業れきし館 

【岩手県立農業ふれあい公園 農業科学博物館】  岩手県北上市飯豊 3-110 ＴＥＬ：０１９７-６８-３９７５ 

グランドゴルフ大会 

農業かがく館 

公園内には岩手の農業を知ることができる農業科学博物館が設置されています。館内には｢農業れきし

館｣と｢農業かがく館」の二つの展示室があり、「農業れきし館」には、江戸時代後期から昭和 40 年頃まで

農作業や農家生活で実際に使われた用具などが展示され、約 4,500 点の資料が収蔵されています。「農業

かがく館」には、田んぼの中の世界や、野菜や果物について学べる巨大な冷蔵庫、牛の体のしくみなどに

ついて楽しく学べるコーナーがあります。また、小展示コーナーでは年に 2～3 回の企画展が開催され、

ホールではお雛様、鯉のぼりと武者人形、七夕飾りなど、季節感が味わえます。農業科学博物館には、毎

年多くの園児や小学生、自治会等の皆様に校外学習や遠足、研修などの場として利用されています。 



 

 

第 87 回 みの(蓑)とけら(螻) ～雨よけ･日よけ･背負う･防寒･敷物･晴着 その汎用性～   

令和４年１月４日（火）～ 6 月 30 日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 88 回 むかしの害虫とのたたかい ～農薬がなかった時代から食糧増産時代まで～   

令和４年７月６日（水）～11 月 30 日（水） 

「みの(蓑)」や「けら(螻)」は、ワラ(藁)、カヤ(茅)、スゲ(菅)、シナノキ(科の木)など植物の茎や皮、葉

などを用いて作った、主に雨具のことです。そのほか、日よけ、防寒、衣服が泥や水で汚れるのを防ぐた

めにも着用しました。また、荷物を背負う時に用いてクッションの役割も果たしたほか、農作業の合間の

休憩時には野外で座る時の敷き物にもなり、時には晴着として外出もしました。 

みの帽子や笠、胸当てなどと併せて着用するもの、防寒用にみのと帽子が一体化したものなど、変化に

富んでいます。材料のみならずその編み方、作り手や地方によってもさまざまな特徴があり、こった装飾

のものまで存在します。現在では、日常生活で目にすることはありませんが、岩手県内に残っているナモ

ミやスネカなど小正月の来訪神行事の際には必ず着用され、伝統文化として現代に受け継がれています。 

作物に被害を与える病気や害虫は、時代が進むにつれて、同じ作物を同じ場所に広い面積で栽培したり、

収穫量を多くするために肥料をたくさん施すなど、技術の進歩に伴って、発生しやすい環境になってきま

した。作物を栽培せずに、自然の野山から採取する時代には、害虫を防除するという意識はなかったもの

の、その後、作物を栽培する時代になっても、病気や害虫を科学的に研究することが少なかったので、ま

ず目につく害虫の防除が考えられました。 

農薬がなかった時代に、どのような方法で害虫を防除していたのか、時代が進むにつれて、どのような

農薬が開発されて防除していたのか、関連する防除機(器)具などのほか、農作物害虫標本の展示と併せ、

夏休み期間を含めた特別企画として昆虫標本の展示も併せて行いました。 

シュロ製の胴みの 稲ワラ製のけら スゲ製のみの 

農作物の害虫標本ほか 

展示風景 

昭和 30年代の防除機具類 展示風景 



令和４年９月３日(土)に開催された農業研究センターの公開デーに合わせて、今年度は 3 年ぶり

に「農の生け花展」が開催されたほか、さらのき工房の松岡冴さんが「まゆ糸繰り実演･展示」など

を、藤原淳子さんが「まゆ細工体験」のコーナー設置と、久々ににぎわった１日で、たくさんの皆

様が来館されるとともに、ふれあい公園では大人から子供まで散策などを楽しんでおられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩手県農業研究センター公開デー 

「農の生け花展」「まゆ糸繰り実演」「まゆ細工体験」 

「農の生け花展」 

「まゆ糸繰り実演・展示」ほか 

「まゆ細工体験」 

会場風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そばの生育観察 

棚田で田植え 

 

夏休み体験学習会「まゆ細工 ふわ・もこ・ひつじを作ろう！」 

令和 4 年 8 月 7 日（日）    

 

（春）ワラ打ち体験  （夏）昆虫標本体験  
（秋～冬） 

木の実のハンドメイド体験 

たくさんの子どもたちが参加してくれました‼(^-^) 

◇◇◇博物館ご利用案内◇◇◇ 

【開館時間】9：00～16：30（入館は 16 時まで） 

【休館日】毎週月曜日（ただし祝日の場合は翌日） 

     年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

【臨時休館日】毎週火曜日・水曜日（令和 5 年 3 月まで） 

【入館料】高校生まで無料  

     個人 学生 140 円／一般 300 円 

障害者手帳などの交付を受けている方及び介護サービス

事業などで入館される場合は、入館料が無料になります。 

第 89 回企画展「くらしの中の度量衡」 

～長さ、容積、重さをはかってみよう～ 

開催期間 令和 5 年 4 月 19 日～8 月下旬 

※当館、臨時休館日になる場合があります。開館日・
開館時間について HP に記載しておりますので、ご確
認お願い致します。 


